
                  

   

令和７年（２０２５年）４月１７日（木） 

救急隊到着遅延事案の発生について 

 

１ 事実の概要 

（１)発生日時 

令和７年（２０２５年）４月１２日（土） ２２時３７分 １１９番通報受付 

（傷病者本人通報） 

（２）傷病者情報 

熊本市南区在住 ９０歳代 女性 

 

（３）内容 

指令センターにおいて、１１９番通報を受けた際、指令員の住所確認不足により

救急隊が傷病者のもとへ到着する時間が遅延したもの。 

救急隊が傷病者に接触した際、心肺停止状態であった。 

その後、病院へ救急搬送を行ったが、お亡くなりになられたもの。 

 

（４）救急隊到着遅延に至った経緯・原因 

    固定電話から通報があり、指令システムから自動的に表示された住所が複数件

登録されていたため、本来、さらに住居を特定する作業が必要であったが、最初に

表示された住居を災害現場と思い込み、救急隊へ出場指令したもの。 

    指令員は、電話越しでの呼びかけを行っていたが、傷病者からの応答がなくな

ったことから、複数ある住居のうち、通報者宅についての詳細を聞き出すことがで

きなかったもの。 

    なお、緊急性を優先し、住所が特定される前に出場指令を行うこともあるが、そ

の場合は、救急隊に住居が特定できていない旨を共有する必要がある。しかしな

がら、本件は、最初に表示された住居を災害現場と思い込んでいたことから、その

旨共有ができていなかった。 

 

 （５）時系列 

時 間 内 容 

２２時３７分 傷病者から１１９番通報入電。 

２２時３８分 指令センターから救急隊へ出場指令。 

２２時４６分 救急隊が現場に到着。 

２２時５１分 救急隊が、出場場所が災害現場ではないことに気付き、指令セン

ターへ電話連絡を実施。 

２２時５２分 指令員が、数件東側に傷病者が名乗った氏名の建物があることに

気付き、救急隊へ連絡。 

２２時５７分 救急隊が傷病者宅へ到着し、室内に倒れている女性を確認。女性
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と接触したところ、女性は心肺停止状態であったため、直ちに救命

処置を開始。 

２３時２９分 医療機関に到着。その後、傷病者は医療機関で死亡が確認される。 

 

 

２ 今後の対応 

職員の指令システム操作手順の検証及び正確な出場指令を実施するための研修等

を行い、再発防止の徹底を図る。 

  

 

問合せ先 

 熊本市消防局警防部 

 情報司令課長  堺（さかい） 

 ０９６－３６３－２００９ 


